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生活科から理科への連続性について 
 

Continuity from Living Environment Studies to Science 
in Elementary School 

 

 

古海 忍 

FURUMI Shinobu 

 

本稿では，小学校生活科の学習内容が幼児教育と小学校中学年理科や社会科への接続を

どのように意図しているかを学習指導要領解説から明らかにし，特に幼児期の体験的，感

覚的な体験活動から形成される素朴概念を，生活科や理科の中でどのように科学的な問題

解決の力に転換していくかについて考察した．生活科においては，気付きとその質の向上

が重視され，それに続いて，理科においては，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをも

った観察・実験を行っていく中で，強固な素朴概念は，新たに科学的な思考として再構成

される．そのためには，生活科において，体験的，感覚的な活動を十分に試行錯誤し，繰

り返す体験が必要であり，その共通経験について，自分の考えを表現し他者の考えや意見

を聞き，比較するような活動を学習に多く取り入れることが重要であることを示した． 
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1．はじめに 

小学校教科として生活科が新設され，全面実施から数えても 25 年が経過した．平成 20

年に学習指導要領が改訂されてから 9年が経ち，平成 29年 3月に新たに学習指導要領の改

訂が行われた．生活科は小学校低学年と幼稚園や保育所などにおける幼児教育を円滑に接

続するための「スタートカリキュラム」の役割を担っているとともに，小学校 3 年生から

は理科や社会科につながる重要な位置付けにある． 

まずは，生活科設置の経緯をふりかえっておこう．昭和 42年に低学年社会科や低学年理

科の改善の必要性が指摘され，教育課程審議会答申において「説明中心の学習から経験を

豊富に自ら働きかける学習に」転換する必要性が述べられた．その後，小学校低学年の教

育についての議論は「合科的な指導」や「教科の総合化」といった教科ごとの学習内容を

相互に関連させていくことの重要性についても議論されるようになった．その後，昭和 62

年に「生活科設置の答申」が出され，平成元年に学習指導要領が改訂された後，平成 4 年

度より生活科が全面実施されることとなった． 

小学校前教育としての幼児教育においては，遊びを中心とした総合的な体験活動の中で

子どもたちはそれぞれの学びを深めている．総合的で体験的な活動の中で学ぶ生活から，

小学校に入学すると，各教科の学習が系統的に，かつ，一斉に進められる．幼児教育の場

面では，学習すべき内容が具体的に定められているわけではなく，一人一人の幼児の学び

は教師の願いの下で個別性が保たれている．ところが，小学校に入学すると，学習指導要

領に示された各学年で教科ごとに学ぶべき内容を学習する生活に急変するのである．この

ように，小学校入学の前後で大きなギャップを経験することになり，小学校教育への円滑

な移行が困難となる現象を「小 1 プロブレム」と呼び，社会において認識が進むようにな

った．特に，小学校の社会科と理科においては，それぞれ「社会認識」と「自然認識」の

芽を育てる教科として，思考対象を分けて学習を進めることになるが，小学校低学年児童

は発達状況が未分化であることや具体的な活動を通して思考する時期であることから，合

科的な科目の中で具体的な活動や相徳体験を通して総合的に学ぶ生活科の新設が提言され

ることになった． 
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生活科が第 3 学年以降の理科や社会につながることはもちろんであるが，理科や社会科

の前段階としての意味合いしか持たないわけではない．生活科においては，「社会認識」

や「自然認識」を持つ際に，客観性よりも「自分」を中心として対象を対比的に見ること

が内容に盛り込まれている．「自分」を中心におくことで，具体的な活動や体験を身近な

ものとして感じられるような工夫がある．さらに「自分」を中心におくことで，身近な生

活を見直し，生活に関する知識や技能の獲得や習慣を身に付けることにも寄与している．

これは最近の生活形態の変化により，家庭における生活体験が少なくなってきたことへの

対応としての意味合いも持つ． 

このように，幼児の発達特徴や遊びの中で総合的に学んできた生活から系統的な学習内

容を教科の枠組みの中で学ぶ小学校教育の間のギャップを生活科において滑らかに接続す

る意識が高まったことは評価できる． 

これに対して，小学校における理科の学習段階では，素朴概念と呼ばれる，子どもたち

がそれぞれの経験の中で形成してきた「自分なりの論理思考」が科学的な思考の妨げにな

るとしてマイナスのイメージで捉えられてきた．幼児期に子どもたちが形成する素朴概念

の一端を，理科における科学的な思考において，どのように払拭していくかが課題となっ

ている． 

このような現状の中で，生活科の位置付けが「幼児教育」で育まれてきた経験や思考の

基礎を生かしたものとなったことから，小 1 プロブレムの一部を形成する幼児の素朴概念

と科学的思考のギャップを小学校 2 学年と 3 学年の間に単に移行しただけになっている可

能性がある．本稿においては，小学校生活科と理科の連続性について考察を行った結果に

ついて報告する． 

 

2．生活科と理科の教科の目的と内容について 

2-1 生活科の中の理科 

生活科が幼児教育からの円滑な接続をめざしていて位置付けられていることは明白であ

るが，小学校中学年以降の理科や社会科にどのようにつながりを持とうとしているか，生

活科の学習指導要領解説を見てみよう． 

生活科改訂の趣旨において，幼児期の教育との連携や接続を意識した内容に加えて， 

 

社会科や理科，総合的な学習の時間をはじめとする中学年の各教科等への接続を明確に

すること。単に中学年の学習内容の前倒しにならないように留意しつつ，育成を目指す

資質・能力や「見方・考え方」のつながりを検討することが必要である。1） 

 

とあるように，社会科や理科などへの接続について言及しながらも，単なる学習内容の前

倒しにならないように注意を促している．こうした中学年各教科等への接続に触れつつも， 

 

各教科等との関連を積極的に図り，低学年教育全体の充実を図り，中学年以降の教育に

円滑に以降することを明示した。特に，幼児期における遊びを通した総合的な学びから，

各教科等における，より自覚的な学びに円滑に移行できるよう，入学当初において，生

活科を中心とした合科的・関連的な指導などの工夫（スタートカリキュラム）を行うこ

とを明示した。2） 

 

として，中学年への接続よりも幼児期からの接続に重点がおかれているようにも思われる． 

現に，指導計画の作成と内容の取り扱いの中で，指導計画作成に当たって配慮すべき事

項として 4点が挙げられ，中でも(4)では 

 

（4）他教科等との関連を積極的に図り，指導の効果を高め，低学年における教育全体

の充実を図り，中学年以降の教育へ円滑に接続できるようにするとともに，幼稚園教育
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要領等に示す幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連を考慮すること。特に，小

学校入学当初においては，幼児期における遊びを通した総合的な学びから他教科等にお

ける学習に円滑に移行し，主体的に自己を発揮しながら，より自覚的な学びに向かうこ

とが可能となるようにすること。その際，生活科を中心とした合科的・関連的な指導

や，弾力的な時間割の設定を行うなどの工夫をすること。3） 

 

と，幼児期から小学校低学年，そして中学年への円滑な接続の両方について述べられてい

るが，「低学年教育の充実と生活科の位置付け」4）に 30 行，「他教科等との関連」5）に 77

行，「中学年以降の教育への接続」6）に 13 行，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との

関連」7）に 10 行，「小学校入学当初に大切にしたいこと」8）に 34 行，「スタートカリキュ

ラムの編成」9）に 75 行という解説の分量が費やされていることを見ても，幼児期から小学

校低学年までの接続に比べ，中学年への円滑な接続については比重が低いと言わざるを得

ない． 

中学年への接続の課題として，唯一明記されているのが「中学年以降の抽象化・一般化

が高まっていく学習にどのようにつなげていくのかを見通すことである。」10）という部分

である．結局のところは「生活科が教育課程において，幼児期の教育と小学校教育とを円

滑に接続するという機能をもつことを明示している。」11）とあるように，中学年以降より

も幼児教育からの接続性が重視されていることがわかる． 

2-2「理科」の中の「生活科」 

では，理科において生活科はどのように位置付けられているのだろうか． 

理科の学習指導要領解説の中で生活科の語が見られるのは，第 3 章の第 3 学年の学年目

標及び内容のみである．そこで，生活科から理科への接続性を考える上で，隣接する第 3

学年での学習内容に注目する． 

具体的な理科の内容構成は中学校への接続を意識して系統的に「物質・エネルギー」と

「生命・地球」の 2 つに分けられている．第 3 学年の目標及び内容についても，この 2 つ

の構成に分けて，述べられている． 

 

（1）物質・エネルギー 

① 物の性質，風とゴムの力の働き，光と音の性質，磁石の性質及び電気の回路につい

ての理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

② 物の性質，風とゴムの力の働き，光と音の性質，磁石の性質及び電気の回路につい

て追究する中で，主に差異点や共通点を基に，問題を見いだす力を養う。 

③ 物の性質，風とゴムの力の働き，光と音の性質，磁石の性質及び電気の回路につい

て追究する中で，主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

（2） 生命・地球 

① 身の回りの生物，太陽と地面の様子についての理解を図り，観察，実験などに関す

る基本的な技能を身に付けるようにする。 

② 身の回りの生物，太陽と地面の様子について追究する中で，主に差異点や共通点を

基に，問題を見いだす力を養う。 

③ 身の回りの生物，太陽と地面の様子について追究する中で，生物を愛護する態度や

主体的に問題解決しようとする態度を養う。12） 

 

では，生活科への言及がある部分について，具体的に確認しよう．第 3 学年の目標の中

で， 

 

なお，理科の学習が，小学校第３学年から開始されることを踏まえ，生活科の学習との

関連を考慮し，体験的な活動を多く取り入れるとともに，問題解決の過程の中で，「理

科の見方・考え方」を働かせ，問題を追究していくという理科の学習の仕方を身に付け

ることができるよう配慮する。13） 
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とある（下線は筆者）．生活科の学習との関連として「体験的な活動」が挙げられている．

次に，第 3学年の内容については，A 物質・エネルギー（2）風とゴムの力の働き，（3）光

と音の性質，B 生命・地球 （1）身の回りの生物の 3 つの内容の中に生活科への言及が見

られる（下線は筆者）． 

 

A 物質・エネルギー 

（2）風とゴムの力の働き 

ここでの指導に当たっては，生活科の学習との関連を考慮しながら，風を受けたときや

ゴムの力を働かせたときの手ごたえなどの体感を基にした活動を重視するようにする。
14） 

（3）光と音の性質 

ここでの指導に当たっては，生活科の学習との関連を考慮し，諸感覚を働かせながら明

るさや暖かさ，音の大小，物の震え方などを捉えるようにする。15） 

B 生命・地球 

（1）身の回りの生物 

本内容は，生活科「（7）動植物の飼育・栽培」の学習を踏まえて，「生命」についての

基本的な概念等を柱とした内容のうちの「生物の構造と機能」，「生命の連続性」，「生物

と環境の関わり」に関わるものであり，第４学年「Ｂ（1）人の体のつくりと運動」，

「Ｂ（2）季節と生物」，第６学年「Ｂ（2）植物の養分と水の通り道」，中学校第２分野

「（1）いろいろな生物とその共通点」の学習につながるものである。16） 

（中略） 

ここでの指導に当たっては，生活科の学習との関連を考慮しながら，理科の学習の基盤

となる自然体験活動の充実を図り，児童の野外での発見や気付きを大切にする。17） 

 

A 物質・エネルギーの 2 つの内容においては，特に生活科で重視されてきた体験的，か

つ，感覚的な活動を，第 3 学年での理科学習においても，引き続き意識することが明記さ

れている．また，B 生命・地球の「（1）身の回りの生物」では，生活科の内容「（7）動植

物の飼育・栽培」の学習からの直接的なつながりが示されている．同時に，「自然体験活

動の充実」として体験活動を重視することにも触れられている． 

以上のように，概ね，生活科における体験的，感覚的な活動を通した学習を踏まえて理

科の学習を行うことを促しているが，具体的な取り扱いについては記載されていない． 

 

3．生活科と理科の教科の目的と内容について 

2 章では生活科と理科のそれぞれの学習指導要領解説で他方がどのように取り扱われて

いるかを見てきた．生活科にておいては幼児教育への接続に重点が置かれており，中学年

以降への接続については記載が極めて少ない．また，理科においては，体験的，感覚的な

活動を意識して理科学習を進めることは記載されているが，こちらも具体的な学びのつな

がりが明記されていない． 

そこで，生活科と理科の学習内容の特徴について調べ，発達に応じた学習の流れを確認

する． 

3-1 生活科の教科目標と内容 

生活科の教科目標は，大きく二つの要素で構成され，生活科の前提となる特質，生活科

固有の見方・考え方，生活科における究極的な児童の姿が記載され，その後，（1），（2）， 

（3）として，「知識及び技能の基礎」，「思考力，判断力，表現力等の基礎」「学びに向か

う力，人間性等」を示す構造となっている． 
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具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生

活を豊かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，社会及び自然の特徴やよ

さ，それらの関わり等に気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けるよ

うにする。 

（2）身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉え，自分自身や自分の生活に

ついて考え，表現することができるようにする。 

（3）身近な人々，社会及び自然に自ら働きかけ，意欲や自信をもって学んだり生活を

豊かにしたりしようとする態度を養う。18） 

 

また，学年の目標は，（1） 学校，家庭及び地域の生活に関わること，（2） 身近な人々，

社会及び自然に触れ合ったり関わったりすること，（3） 自分自身を見つめること，の 3つ

の項目で構成され，表 1 に示す 9 つの内容の指導を通して，学年の目標としての資質・能

力が育成され，その実現をもって教科目標が達成される． 

 

表 1 生活科の内容 

（1）学校と生活 

学校生活に関わる活動を通して，学校の施設の様子や学校生活を支えている人々や友達，通

学路の様子やその安全を守っている人々などについて考えることができ，学校での生活は様々

な人や施設と関わっていることが分かり，楽しく安心して遊びや生活をしたり，安全な登下校

をしたりしようとする。19） 

（2）家庭と生活 

家庭生活に関わる活動を通して，家庭における家族のことや自分でできることなどについて

考えることができ，家庭での生活は互いに支え合っていることが分かり，自分の役割を積極的

に果たしたり，規則正しく健康に気を付けて生活したりしようとする。20） 

（3）地域と生活 

地域に関わる活動を通して，地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々について

考えることができ，自分たちの生活は様々な人や場所と関わっていることが分かり，それらに

親しみや愛着をもち，適切に接したり安全に生活したりしようとする。21） 

（4）公共物や公共施設の利用 

公共物や公共施設を利用する活動を通して，それらのよさを感じたり働きを捉えたりするこ

とができ，身の回りにはみんなで使うものがあることやそれらを支えている人々がいることな

どが分かるとともに，それらを大切にし，安全に気を付けて正しく利用しようとする。22） 

（5）季節の変化と生活 

身近な自然を観察したり，季節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通して，それら

の違いや特徴を見付けることができ，自然の様子や四季の変化，季節によって生活の様子が変

わることに気付くとともに，それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。23） 

（6）自然や物を使った遊び 

 身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して，遊びや
遊びに使う物を工夫してつくることができ，その面白さや自然の不思議さに気付くとともに，

みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとする。24） 

（7）動植物の飼育・栽培 

 動物を飼ったり植物を育てたりする活動を通して，それらの育つ場所，変化や成長の様子に
関心をもって働きかけることができ，それらは生命をもっていることや成長していることに気

付くとともに，生き物への親しみをもち，大切にしようとする。25） 

（8）生活や出来事の交流 

 自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して，相手のことを想像し
たり伝えたいことや伝え方を選んだりすることができ，身近な人々と関わることのよさや楽し

さが分かるとともに，進んで触れ合い交流しようとする。26） 

（9）自分の成長 

 自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して，自分のことや支えてくれた人々について考
えることができ，自分が大きくなったこと，自分でできるようになったこと，役割が増えたこ

となどが分かるとともに，これまでの生活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち，

これからの成長への願いをもって，意欲的に生活しようとする。27） 
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生活科における 9 つの内容は，複数の内容を組み合わせて単元が構成されることが多い． 

表 1に示される 9つの内容の中で（1）から（3）については学年の目標 （1） 学校，家

庭及び地域の生活に関わること，と位置付けられ，自分を中心とした身近な生活の場に目

を向けられるように設定されている．これらを土台として，（4）から（8）までが学年の

目標（2）身近な人々，社会及び自然に触れ合ったり関わったりすること，とされており，

この部分が理科や社会につながる内容である．そして，生活科の集大成として，（9）が学

年の目標（3）自分自身を見つめることに関連し，自分自身の生活や成長を実感し，自己

肯定感や達成感を得た上で，主体的，かつ，意欲的に学習活動に取り組んでいける素地を

作ることをめざしている． 

生活科においては，対象に対する一人一人の認識が，児童なりの認識であり，それを

「気付き」という言葉で捉えている．気付きを自覚し確かなものにする，関連付けること

で，気付きの質を高めることが求められている．この気付きの質を高めることが中学年以

降の理科における学習に有効に働くことが期待されている 28）．児童なりの認識である「気

付き」の質を高めるには，「繰り返し自然事象と関わったり，試行錯誤して何度も挑戦す

ること」29）が必要であり，「事象を注意深く見つめたり予想を確かめたりするなどの科学

的な見方や考え方の基礎を養うことにもつながる」29）とされている． 

これまでの生活科に関する学習の課題として，「学習活動が体験だけで終わり，活動や

体験を通して得られた気付きを質的に高める指導が十分に行われていないという指摘があ

った」30）り「一部に画一的な教育活動がみられたり、単に活動するだけにとどまっていて、

自分と身近な社会や自然、人にかかわる知的な気付きを深めることが十分でない状況も見

られる」31）と評されてきたことから，気付きを質的に高めるために，試行錯誤や繰り返す

活動を設定することや活動を持続でき十分に考えることができる受容的な環境の重要性が

述べられている．このような受容的な環境として，従来は，遊ぶための十分な「時間」，

安全に活動できる「空間」，一緒に活動できる「仲間」が日常生活の中で自然に確保され

てきたが，近年ではいずれも確保が困難となり，代わって生活科において教材として意識

する重要性について指摘されている 32）．受容的な環境として，これらの時間，空間，仲間

を十分に準備できるかどうか，それが大きな鍵ともいえる． 

3-2「理科」の教科目標と内容構成 

生活科に続き，学習指導要領解説に示される理科の教科目標と内容構成について整理す

る．まずは，理科の教科目標を確認しておこう． 

 

自然に親しみ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うこ

となどを通して，自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）自然の事物・現象についての理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能

を身に付けるようにする。 

（2）観察，実験などを行い，問題解決の力を養う。 

（3）自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。33） 

 

最初に，どのような学習過程を通して資質・能力を育成するかを示し，その資質・能力

を具体的に（1），（2），（3）として「知識及び技能の基礎」，「思考力，判断力，表現力等

の基礎」「学びに向かう力，人間性等」に対応させて示す構造となっている点は生活科と

同様である． 

「見方・考え方」については，全教科等を通して各教科の特徴に合わせて整理されたこ

とから，従来，理科で使われてきた見方・考え方については「理科の見方・考え方」とし

て改めて整理された 34）． 

「見方」については，理科を構成する領域ごとの特徴を考え，「量的・関係的な視点」，
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「質的・実体的な視点」「多様性と共通性の視点」「時間的・空間的な視点」が挙げられて

いるが，領域に固有のものではなく，他の領域においても用いられる視点であることや，

これら以外も，「原因と結果」「部分と全体」「訂正と定量」といった視点もあることに留

意する」必要性について示された． 

問題解決の過程において発揮される「考え方」については，比較，関係付け，条件制御，

多面的に考えることといったように整理され 35），各学年で特に重点を置く問題解決の力と

して，表 2のようにまとめられている． 

 

表 2 学年ごとに重点を置く問題解決の力 

第 3学年 
自然の事物・現象の差異点や共通点を基に，問題を見い

だす 36） 
比較する 

第 4学年 

自然の事物・現象から見いだした問題について，既習の

内容や生活経験を基に，根拠のある予想や仮説を発想す

る 37） 

関係付ける 

第 5学年 
自然の事物・現象から見いだした問題についての予想や

仮説を基に，解決の方法を発想する 38） 
条件を制御する 

第 6学年 
自然の事物・現象から見いだした問題について追及し，

より妥当な考えをつくりだす 39） 
多面的に考える 

 

各学年で重視される力は異なるものの，他学年で重視される力も考慮しながら学習に取

り組む必要性に言及している．つまり，一つ一つの力が段階的に別個に習得されていくわ

けではなく，問題解決の過程では切り離すことができないため，各学年で重視される力を

意識しながらも，問題解決過程をひとまとまりとして考えるべきである．最終的には「自

然の事物・現象から問題を見いだし，予想や仮説をもち，その解決方法を考えたり，知識

を関連付けてより深く理解したりすることに向かう「深い学び」を実現する」40）のである． 

問題解決の過程において，見通しをもって観察，実験を行うことについては，下記のよ

うに示されている． 

 

児童が見通しをもつことにより，予想や仮説と観察，実験の結果の一致，不一致が明確

になる。両者が一致した場合には，児童は予想や仮説を確認したことになる。一方，両

者が一致しない場合には，児童は予想や仮説，又はそれらを基にして発想した解決の方

法を振り返り，それらを見直し，再検討を加えることになる。いずれの場合でも，予想

や仮説又は解決の方法の妥当性を検討したという意味において意義があり，価値がある

ものである。このような過程を通して，児童は，自らの考えを大切にしながらも，他者

の考えや意見を受け入れ，様々な視点から自らの考えを柔軟に見直し，その妥当性を検

討する態度を身に付けることになると考えられる。41） 

 

問題解決の過程において，実証性，再現性，客観性などの条件を検討しながら「問題を

科学的に解決する」ためには，見通しをもって観察，実験を行うことが必要となる．理科

において，科学的な学習の手前に強固に現れる児童がもつ素朴概念は，自らの予想や仮説

を実際に観察や実験により確認するとともに，他者の予想や仮説を聞き，観察や実験結果

をともに考察することによって，正しい科学概念に更新されていくのである． 

3-3 問題解決の力を身に付けるための生活科から理科への学習の流れ 

生活科においては気付きの質を高めることが中学年以降の学習に有効であり，気付きの

質を高めるためには，試行錯誤や繰り返す活動に時間や空間，仲間という三要素が十分に

備わっている受容的な環境が求められることは先に述べた． 

幼児期においては，遊びを通して個別的に学びが行われていくため，自分が納得できる

まで試行錯誤し繰り返すことで，自分なりの論理をもった素朴概念が形成される．遊びを

通して体験的，感覚的に学ぶことで，素朴概念は非常に強固なものとなる．この強固さは，
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大人になっても更新されずに継続していることが報告されているほどである 42）． 

素朴概念を払拭し，科学的な考え方に転換するためには，自分が気付いたことやそれに

基づいて考えたことを自らの言葉や文章などで表現し、他者に伝えることで，考えが明確

化され整理されることが必要であり，同時に，他者の考えや意見を聞き，自分の中に取り

入れ，概念的葛藤を生じさせることで，概念の再構成が行われ、科学的な思考へと転換し

ていくのである． 

素朴概念が科学的な思考の妨げになるとしてマイナスのイメージで捉えられるが，素朴

概念そのものは，自分なりの論理によって構築されており，幼児期から小学校低学年にか

けては，科学的な正しさよりも，自身の経験から学んだ素朴な概念をもとに，自分の意見

を整理し，他者に伝え，表現することに重きを置くことが重要だとの指摘もある 43）． 

気付きから科学的な問題解決の力につなげていく過程を，生活科と理科にあてはめて整

理してみよう． 

生活科では， 

 

1）気付きとその質の向上のために，体験的、かつ，感覚的な活動を十分に試行錯誤し，

繰り返す 

2）気付いたこと，考えたことを，自分なりに表現する 

3）他者の考えや意見を聞き，自分の考えと比較する 

 

という 3つの内容が科学的な問題解決の力につながるものとして整理できる． 

生活科の中で 1）から 3）が十分に身に付いていると，理科において 

 

4）理科の見方・考え方を働かせる 

5）見通しをもって，予想・仮説に基づいて観察・実験を行う 

 

といった段階において自分からの発信を工夫したり他者からの刺激を受けたりして，より

一層科学的な問題解決の力に効果的に結びついていくことが期待できる． 

1）から 3）は幼児教育でも意識的に行われているが，先に述べたように，遊びを通した

学びは個別性が高いことから，2）や 3）の部分を同じ学習目標と内容の中で行うことはさ

れていない注 1）．そういう意味では，生活科において学習目標や内容が定められ，共通活動

の中で，1）から 3）を行うことには，幼児教育とは違った学習効果が得られるであろう．

また，幼児教育と小学校教育との間にあった小 1 プロブレムについては，人，場所，学習

方法のすべてが一斉に変化するのではなく，学習方法については生活科を挟んで小学校第

2 学年から第 3 学年にかけて緩やかに変化させることで，子どもたちの戸惑いを軽減する

ことができるものと考えられる． 

 

4．「生活科」 

4-1 生活科の授業内容の傾向 

生活科が小学校の現場でどのように実施されているのか把握するために，ウェブサイト

の検索サイトにおいて「生活科 指導案」をキーワードとして検索を行い，該当するウェ 

 

表 3 指導案の対象学年と実施された月 

 
4
月 

5
月 

6
月 

7
月 

8
月 

9
月 

10
月 

11
月 

12
月 

1
月 

2
月 

3
月 

合
計 

第 1学年 0 0 4 3 0 1 12 9 1 3 1 0 34 

第 2学年 1 4 7 2 0 5 5 10 2 2 0 0 38 
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ブサイト上に掲載された生活科の指導案について検討を行った．平成 20年度に改訂された

学習指導要領に基づいて実施された生活科の授業について傾向を把握するため，検索され 

た指導案のうち，授業実施日（予定日）が平成 20年 4月以降の指導案だけを抽出した．検

討対象とした指導案の対象学年と実施された月を表 3にまとめる． 

表 3から，8月は夏休み，3月は春休みのため授業実施が少なく，また 4月の実施数も少

ない．ウェブサイトに公開される指導案は研究授業等のために計画されることが多く，進

級したばかりの 4 月での実施数は当然少ないと考えられる．特に第 1 学年では 4 月 5 月に

実施計画されたものはなかった．第 1 学年，第 2 学年の両学年において 6 月には実施数が

増える．実施数が最も多いのは 10月と 11月の秋の時期である． 

次に，生活科の 9 つの内容に対して，各指導案がどの内容に該当するかを調べ，記載が

ないものについては指導案の内容から推定した．学年ごとに指導案で取り上げられた生活

科の内容の数を表 4 にまとめる．複数の内容に該当する場合があるため，数は延べ数とな

っている．延べ数のうち，指導案に内容が明記されておらず，推定を行ったものの数を括

弧つきで表記した． 

 

表 4 指導案にとり上げられた 9つの内容と対象学年 

生活科 9 つの内容 第 1 学年 第 2 学年 

（1）学校と生活 1(0) 2(1) 

（2）家庭と生活 3(1) 4(1) 

（3）地域と生活 3(0) 12(7) 

（4）公共物や公共施設の利用 2(0) 3(1) 

（5）季節の変化と生活 12(4) 2(0) 

（6）自然や物を使った遊び 16(5) 12(2) 

（7）動植物の飼育・栽培 9(2) 6(2) 

（8）生活や出来事の交流 11(5) 21(11) 

（9）自分の成長 1(0) 4(1) 

 

表 4から，（5），（6），（7），（8）を授業内容に取り入れた指導案が多い．これは先に述べ

たように，実施時期が 10 月，11 月の秋が多かったことにも関係し，（5），（6）を内容とし

て木の実や木の葉を使った授業が計画され，クラスの中で友達と伝えあう活動に位置付け

られることが多いことから（8)）も関連付けられるケースが多かった．（7）は第 1 学年と

第 2 学年の 2 年間にわたって実施することが期待される内容であり，単独で内容として取

り入れられることが多かった．生活科の学習指導要領には，動物の飼育と植物の栽培の両

方を計画することが求められるため，実施例が多かったものと思われる． 

9項目のうち，特に第 3学年以降の理科につながりやすいと考えられるのは（5），（6），

（7）であり，これらの指導案についてさらに詳細に内容の検討を行った． 

4-2 生活科の授業内容にみられる理科への接続 

 3-3では，体験的，直観的な体験を試行錯誤し，繰り返す中で気付きの質を高め，その気

付きや考えを他者と共有していくことが重要であると指摘した．4-1で見たように，理科に

つながる(5)(6)(7)の内容が他者との交流を内容とする（8）と共に実施されることが多いこ

とは望ましいといえる． 

 具体的に内容（5）から（7）がどのように授業に取り入れられているかを調べた結果を

表 5にまとめる． 
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表 5 内容（5）（6）（7）の実施状況 

内容 第 1学年 第 2学年 

（5） 

10月から 1月にかけて 12案 

秋の校庭、公園などで季節の移り変わ

りについて体感し，秋の自然物を使っ

た遊びを楽しむ． 

12 案中 11 案は（6）と 12 案中 6 案は

（8）と組み合わせて行われる． 

10月，11月 2案 

1 年生が楽しめる秋まつりの準備（アク

セサリー，どんぐりこまなど），（3）

（4）との組み合わせで，生活や地域へ

の関わりで行われる． 

（6） 

16 案に対して，内容（5）10 案や

（8）8案と組み合わせて行われる． 

秋の自然を生かした遊びを友達と一緒

に行う． 

12 案のうち、動くおもちゃをあげたも

のは 7案．他 5案も含めて，友達と協力

したり，友達の工夫に目を向けたりす

る活動をねらいとしている．（6）の内

容そのものが友達との共同学習を含ん

でいるため，（8）を組み合わせている

ものは 4案と少なめである． 

（7） 

6 月から 7 月にかけてアサガオの栽培

6 案，10 月から 11 月にかけて様々な

花の種植えから種が取れるまでを総括

する内容 1 案と生き物に触れ合う活動

2 案がある．単独で実施される場合が

多い． 

5，6月野菜の栽培3案，生き物の飼育・

観察が 1 案、9，10 月さつまいも，春か

らのミニトマトの生長について発表す

る 2案である． 

（7）の単独実施 3 案があり，（8）（9）

との組み合わせが 3案ある． 

 

第 1 学年においては（5）と（6）の連動性が強く，（8）と組み合わせて友達との学習内

容の共有を意図したものが多い．（7）については，植物や生き物に触れ合う経験を重視し

ているためか，単独で実施されることが多い．第 2 学年においては，（6）の身近なものを

使った遊びや遊びに使うものを工夫して作る活動において，遊びを友達と共有する内容が

含まれることから，（8）との組み合わせは少なめである． 

第 3 学年理科において，A 物質・エネルギー（2）風とゴムの力の働きとのつながりが強

い生活科（6）の中でも「動くおもちゃ作り」をとりあげた 7案について内容を調べたとこ

ろ，次のような記述が見られた． 

 

 比べたり，試したりしながら工夫する，試行錯誤する 

 友達との共通点，相違点について気付けるようにする 

 同じような動きのおもちゃを作る友達と一緒に考える機会を設ける 

 作成する時間を 2度以上設け，改良に取り組める時間を確保する 

 

3-3において，問題解決の力につなげるために，生活科で重視したい内容として 3項目を

挙げた．そのうち，1）気付きとその質の向上のために，体験的、かつ，感覚的な活動を

十分に試行錯誤し，繰り返す，については，調べた 7 案すべての指導案において学習内容

に含まれていた．一方，2）気付いたこと，考えたことを，自分なりに表現する，3）他者

の考えや意見を聞き，自分の考えと比較する，の 2 点については，遊びの中でアドバイス

をしあったり，ワークシートに記入したり，結果発表を行ったり，様々な形態で自分と他

者の気付きや考えを共有する活動が行われていた．これらの活動を通して，自分の気付き

や考えをどのように表現し，他者の意見や考えをどのように受け止めたのかについては明

確にされておらず，問題解決の力につながる十分な活動となっているかは検証できなかっ

た． 
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4．まとめ 

本稿では，生活科が中学年以降の接続よりも，幼児教育からの接続をより意識した科目

となっていることを示し，幼児教育と小学校教育の間のギャップである「小 1 プロブレム」

の影響を軽減する一方で，小学校第 2 学年と第 3 学年の間，つまり，生活科と理科の接続

性により留意することが必要であることを述べた． 

生活科において「気付き」を重視するとともに，「気付きの質を高める」ことにより中

学年以降の理科への移行を円滑に進めることが想定されている．気付きの質を高めるため

に，受容的な環境を準備し，試行錯誤や繰り返し挑戦できる十分な時間と空間，仲間の存

在が不可欠である．幼児期から学童期にかけて経験的に体得される素朴概念は，理科の各

学年で重視される問題解決の力を身に付け，見通しをもった観察・実験を通して，科学的

な考え方に変容させていくことができるが，学習指導要領解説においては，生活科と理科

を具体的につなぐ記述は見受けられなかった． 

このため，生活科と理科で重視される学習内容から問題解決の力を身に付ける過程を整

理した．生活科については，1）気付きとその質の向上のために，体験的，かつ，感覚的

な活動を十分に試行錯誤し，繰り返す，2）気付いたこと，考えたことを，自分なりに表

現する，3）他者の考えや意見を聞き，自分の考えと比較する，と 3つの内容を挙げた． 

これらの内容が生活科の中でどのように実施されているかを把握するため，具体的にウ

ェブサイト上に公開されている生活科の指導案について調べた．その中でも，理科につな

がる内容（6）自然や物を使った遊びのうち，「動くおもちゃ作り」の指導案について内容

の検討を行った．1）については，調べた指導案すべてで内容が組み込まれていたが，2）

と 3）については，様々な形態で授業が実施されており，どのようにして自分の気付きや

考えを表現し，他者の意見や考えをどのように受け止めたかについては，十分に検討する

ことができなかった． 

生活科で体験的，感覚的な活動が重視され，気付きの質を高めることが求められる中，

体験活動を行っただけに終わらせず，自分と他者の気付きや考えを共有していく経験を十

分に行うことが理科学習へつながると思われるが，この接続を具体化するところまでは至

っていない．自分と他者の気付きや考えを共有していく過程について，さらに考察を進め

ていくことが求められる． 

 

注釈 

注 1）幼児教育においても，指導案に基づく共通体験活動では，保育のねらいに基づいて

一斉に活動が行われる場合もあるが，学習目標や内容とその達成が求められるものでは

ないことから「同じ学習目標と内容の中で行うことはされていない」と表記した． 
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